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松
井
副
委
員
長
の
司
会
あ

い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
国
労
東

日
本
第
26
回
拡
大
委
員
会
は
、

東
日
本
委
員
20
人
中
19
人
と

構
成
員
全
員
の
出
席
を
確
認

し
委
員
会
成
立
を
宣
言
。
議

長
に
は
志
村
委
員
・
東
京
地

本
を
選
出
。
冒
頭
、
執
行
部

を
代
表
し
伊
藤
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
、
海
渡
・

福
田
の
両
東
日
本
顧
問
弁
護

団
、
全
国
交
運
共
済
東
日
本

事
業
本
部
・
宮
坂
本
部
長
、

国
労
本
部
・
浜
中
書
記
長
を

順
次
紹
介
し
報
告
と
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
い
た
。

　

佐
々
木
婦
人
部
長
の
祝
電

紹
介
に
続
き
、
高
野
書
記
長

が
経
過
報
告
と
「
当
面
す
る

闘
争
方
針
（
案
）」
を
一
括
提

案
。
山
根
執
行
委
員
が
協
約
・

協
定
の
締
結
承
認
に
つ
い
て

提
案
し
全
体
の
拍
手
に
て
承

認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
議
事

は
組
織
拡
大
標
語
の
表
彰
に

移
り
、
武
田
組
織
部
長
が
受

賞
作
品
を
発
表
し
午
前
の
議

事
日
程
を
終
了
。

　

午
後
の
議
事
は
討
論
か
ら

再
開
し
、
東
京
闘
争
団
・
松

本
氏
の
特
別
発
言
と
青
年
部

の
森
岡
書
記
長
の
特
別
発
言

を
含
め
、
全
体
で
18
名
が
発

言
。
高
野
書
記
長
の
集
約
答

弁
に
て
経
過
、闘
争
方
針
（
案
）

を
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
拍
手
に

て
承
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
用

意
さ
れ
て
い
た
「
新
規
採
用

者
獲
得
を
柱
に
組
織
の
強
化
・

拡
大
を
目
指
す
特
別
決
議
」

と
「
委
員
会
宣
言
」
に
つ
い

て
全
体
の
拍
手
に
て
採
択
。

一
人
議
長
で
奮
闘
さ
れ
た
志

村
委
員
を
全
体
の
拍
手
に
て

解
任
。
松
井
副
委
員
長
が
閉

会
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
最
後

に
堀
内
青
年
部
副
部
長
の
元

気
な
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
全

日
程
を
終
了
し
た
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
２
月
７
日
、
第
26
回
拡
大
委
員
会
を
東
京
新
橋
・
交
通
ビ
ル

に
て
開
催
し
、
定
期
大
会
以
降
の
運
動
の
総
括
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解

決
を
は
じ
め
と
す
る
「
０
９
春
闘
」
勝
利
、
労
働
条
件
改
善
、「
安
全
・
安
定
輸
送
」

の
確
立
に
向
け
た
闘
い
な
ど
、
当
面
す
る
闘
争
方
針
を
確
立
し
た
。
と
り
わ
け
、
組

織
拡
大
に
つ
い
て
は
多
く
の
委
員
が
発
言
を
集
中
、
同
時
に
今
委
員
会
に
向
け
募
集

を
し
て
い
た
組
織
拡
大
標
語
の
表
彰
も
併
せ
て
行
い
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

　

本
委
員
会
の
重
要
議
題
は
、
①
と
し
て
２
０
０
９
春

闘
に
つ
い
て
で
す
。

今
、
ま
さ
に
春
闘
勝
利
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
の
中
央
委
員
会
で
、
国
労

要
求
１
万
円
と
あ
わ
せ
て
９
項
目
の
具
体
的
要
求
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
今
春
闘
は
、
ベ
ア
獲
得
が
組
合
員
の

切
実
な
要
求
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
雇
用
不

安
が
か
つ
て
な
く
増
大
し
、
非
正
規
・
正
規
労
働
者
失

業
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
状
況
下
で
の
春
闘

と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
組
織
さ
れ
た
労
働
者
が
自
ら
の
企
業
内
に
い

る
「
未
組
織
労
働
者
」・「
非
正
規
雇
用
労
働
者
」
問
題

な
ど
の
生
活
改
善
な
ど
を
課
題
と
し
て
、
地
域
の
仲
間

と
連
帯
し
闘
う
春
闘
に
し
て
い
く
取
り
組
み
を
強
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

②
は
、
重
要
な
局
面
を
迎
え
た
JR
不
採
用
問
題
に
つ

い
て
で
す
。

　

年
度
末
解
決
を
め
ざ
す
た
め
の
最
重
要
課
題
は
、
何

よ
り
も
「
４
者
４
団
体
」
が
大
き
く
ま
と
ま
っ
た
「
総

団
結
」
と
、
当
面
す
る
２
～
３
月
闘
争
等
の
大
衆
行
動

成
功
に
向
け
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
採
用
差
別
国
労
訴
訟
」
は
９
月
の
結
審
が

予
定
さ
れ
、「
採
用
差
別
横
浜
人
活
訴
訟
」
の
裁
判
闘

争
も
、
先
行
訴
訟
団
と
あ
わ
せ
、
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
国
労
組
織
全
体
で
支
え
る
体
制
を
強
く
訴
え

ま
す
。

　

そ
し
て
③
は
、
組
織
拡
大
、
公
正
・
公
平
な
人

事
・
労
務
管
理
を
求
め
る
闘
い
に
つ
い
て
で
す
。

２
０
０
９
年
は
１
月
１
日
付
け
で
２
名
の
国
労
組

合
員
加
入
で
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。
一
括
和
解

以
降
、
平
成
採
用
者
を
含
め
51
名
の
国
労
加
入
を

達
成
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
各
級
機
関
・
組

合
員
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　

当
面
す
る
課
題
は
、
一
括
和
解
で
確
認
し
た
、

「
会
社
と
組
合
は
、
本
件
和
解
の
趣
旨
及
び
内
容

に
つ
い
て
、
十
分
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
」
を

再
度
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
同
時
に
、
こ
の
間
、

中
労
委
に
対
し
昨
年
９
月
９
日
「
あ
っ
せ
ん
申
請
」

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
労
委
に
お
け
る
個
別
の

事
情
聴
取
に
お
い
て
、
会
社
側
代
理
人
か
ら
中
労

委
の
取
り
扱
い
は
「
不
適
法
」
で
あ
る
等
の
主
張

が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
入
り
口
か
ら
事
実
上
の
対

立
状
況
が
作
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
労
東
日
本
本
部
と
し
て
会
社
側
代
理
人
の
主

張
は
容
認
出
来
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
新
た
な
状
況
の
も
と
で
「
あ
っ
せ
ん
申

請
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
各
地
方
本
部
委
員

長
、
書
記
長
会
議
で
意
思
統
一
を
図
り
、
職
場
で

の
問
題
点
を
日
常
的
に
把
握
し
、
地
方
・
本
部
が

一
体
と
な
っ
て
職
場
で
発
生
す
る
具
体
的
課
題
の

改
善
を
通
じ
て
、
公
正
・
公
平
な
「
人
事
」「
労

務
管
理
」「
個
人
情
報
管
理
」
な
ど
が
適
正
に
行

わ
れ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
確
認
を
し
ま
し
た
。

本
委
員
会
に
お
て
い
も
重
ね
て
意
思
統
一
を
要
請

致
し
、
国
労
東
日
本
本
部
は
そ
の
先
頭
に
立
つ
決

意
を
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

国
労
は
一
人
の
困
難
を　

皆
で
解
決

　
　

最
優
秀
賞　
　
　
　

長
野
地
本　

細
野
勉

拡
大
は　

日
頃
の
つ
き
あ
い　

押
し
の
一
声

　
　

優
秀
賞　
　
　
　
　

仙
台
地
本　

武
田
昌
仙

人
生
を
気
楽
に
語
ろ
う 

国
労
で
！
！

　
　

優
秀
賞　
　
　
　
　

長
野
地
本　

松
原
茂

　国労東日本本部は、組織
拡大に向けて、第１次組織
拡大標語を組合員から募集
し、第２６回拡大委員会ま
でに１３０作品の応募があ
りました。
　執行委員会で選考した結
果、１０作品を入選とし、
最優秀、優秀は下記の作品
です。応募、ありがとうご
ざいました。
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【
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
】

◎
22
年
が
経
過
。
平
均
年
齢
55

歳
、
国
労
闘
争
団
９
６
６
名
中

45
名
、
１
０
４
７
名
全
体
で
は

51
名
が
解
決
の
日
を
見
る
こ
と

な
く
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

闘
争
団
と
し
て
も
雇
用
・
年
金
・

解
決
金
に
基
づ
く
政
治
解
決
を
実

現
す
る
た
め
に
悔
い
を
残
さ
な
い

闘
い
を
展
開
す
る
。

◎
本
当
の
意
味
で
の
山
場
で
は
ス
ト

ラ
イ
キ
を
含
め
た
大
衆
闘
争
を
！

◎
年
度
内
「
政
治
解
決
」
に
向

け
地
方
と
し
て
で
き
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
中
央

の
闘
い
を
有
利
に
す
る
。

◎
Ｊ
Ｒ
組
合
員
が
支
え
あ
っ
て

闘
い
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
春
闘
・
安
全
・
労
働
条
件
】

◎
国
交
省
か
ら
警
告
を
発
せ
ら
れ

て
い
る
が
職
場
の
実
態
か
ら
み
る

と
建
前
だ
け
の
安
全
対
策
で
本
気

で
事
故
を
撲
滅
し
よ
う
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

点
検
・
摘
発
行
動
を
！

◎
昨
年
４
月
の
国
分
寺
変
電
所

火
災
事
故
が
発
生
、
多
く
の
利

用
客
に
迷
惑
を
か
け
た
事
は
、

設
備
を
保
守
す
る
一
員
と
し
て

書
記
長
集
約

高野

重
く
受
け
止
め
る
と
共
に
２
度

と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
。「
設

備
メ
ン
テ
合
理
化
」か
ら
７
年
、

具
体
的
事
象
や
実
態
・
問
題
点

を
職
場
か
ら
検
証
し
、
見
直
し

改
善
の
取
り
組
み
を
！

◎
早
急
に
「
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
体
制
」
を
見
直
す
た
め
職
場

か
ら
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し

春
闘
と
結
合
し
て
闘
う
べ
き
で

は
な
い
か
！

◎
春
闘
を
「
反
失
業
・
反
貧
困
」

と
結
合
さ
せ
た
闘
い
を
！

◎
度
重
な
る
輸
送
障
害
で
現
場

は
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
極

ま
っ
て
い
る
！

◎
私
た
ち
は
、
長
き
に
わ
た
る

鉄
道
経
験
と
知
識
を
今
こ
そ
生

か
し
、
働
き
や
す
い
職
場
に
変

え
る
た
め
堂
々
と
職
場
の
中
心

に
国
労
が
座
ろ
う
！

◎
女
性
社
員
の
年
休
以
外
の
有

給
休
暇
に
対
し
て
標
準
数
へ
の

加
算
を
求
め
て
い
た
だ
き
た

い
！

【
組
織
問
題
】

①
エ
ル
ダ
ー
制
度

◎
出
向
と
い
う
扱
い
の
中
で
労

働
条
件
や
職
場
の
問
題
に
対
し

て
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る

具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

◎
組
合
加
入
が
少
な
い
原
因
は
組

合
費
の
問
題
と
劣
悪
な
労
働
条
件

の
中
で
あ
り
、
交
渉
単
位
と
し
て

の
分
会
結
成
が
求
め
ら
れ
る
。

◎
現
場
長
の
姿
勢
と
対
応
の
違

い
に
よ
っ
て
格
差
と
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
生
じ
て
い
る
。

◎
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
「
扶

養
者
は
３
年
に
１
度
し
か
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
が
使
え
な
い
」
を

毎
年
に
改
善
を
！

②
組
織
強
化
・
拡
大

◎
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
社
員
は

正
社
員
と
同
じ
仕
事
を
さ
せ
ら

れ
、
一
方
で
は
福
利
厚
生
を
含

め
大
き
な
差
別
を
さ
れ
て
い

る
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
署

名
を
通
じ
て
具
体
的
な
組
織
・

現
場
か
ら
の
闘
い
の
提
起
を
！

◎
労
働
条
件
が
大
変
き
つ
く

「
不
平
・
不
満
」
が
蔓
延
し
て

い
る
。
特
に
若
い
人
た
ち
は
無

権
利
状
態
で
働
か
さ
れ
て
い

る
。
今
の
現
状
か
ら
一
歩
前
に

踏
み
出
て
国
労
加
入
を
！

◎
支
社
の
旧
態
依
然
と
し
た
対

応
が
あ
る
一
方
で
、
指
導
者
研

修
を
巡
っ
て
会
社
と
東
労
組
が

対
立
す
る
な
ど
従
来
と
は
違
っ

た
構
図
も
作
り
だ
さ
れ
て
い
る
。

◎
今
後
の
課
題
は
「
ど
う
や
っ

て
守
る
か
」
を
、
ど
う
払
し
ょ

く
さ
せ
る
か
！

◎
一
括
和
解
以
降
、
組
織
拡
大
は

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
。

す
べ
て
の
職
場
に
そ
の
実
現
の

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
！

【
健
全
な
労
使
関
係
を
求
め
る

取
り
組
み
】

◎
未
だ
課
題
は
残
っ
て
い
る
も

の
の
、
着
実
に
改
善
が
図
ら
れ

て
い
る
部
分
も
あ
る
。
他
方
、

い
ま
だ
意
識
の
変
わ
ら
な
い
一

部
の
現
場
管
理
者
の
言
動
・
動

向
と
相
ま
っ
て
、
会
社
側
に
対

す
る
根
強
い
不
信
感
を
作
り
出

し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
。
労
使
関
係
は
「
相
互
の
信

頼
関
係
」
が
そ
の
基
本
。
大
事

な
こ
と
は
和
解
の
趣
旨
を
職
場

の
隅
々
ま
で
周
知
徹
底
さ
せ
る

こ
と
で
あ
り
、
相
手
の
変
化
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
自

身
が
相
手
を
変
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
。

◎
あ
っ
せ
ん
は
一
つ
の
戦
術
、

１
日
も
早
く
差
別
や
不
利
益
扱

い
の
解
消
を
！

◎
会
社
が
交
渉
不
足
を
主
張
し

て
い
る
な
ら
ば
事
実
に
基
づ
い

た
交
渉
を
大
い
に
や
る
べ
き
、

す
べ
て
の
職
場
か
ら
公
平
・
公

正
を
求
め
る
取
り
組
み
を
！

【
並
行
在
来
線
問
題
】

◎
地
域
住
民
が
危
機
感
を
持
ち

始
め
、
信
越
線
・
北
陸
線
を
守

る
会
や
考
え
る
会
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組

み
に
対
す
る
ご
支
援
ご
協
力

を
！

【
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
】

◎
こ
の
問
題
に
精
通
し
た
役

員
・
活
動
家
の
育
成
と
役
割
が

重
要
。
実
務
も
含
め
た
研
修
な

ど
の
検
討
を
！

【
貨
物
】

◎
貨
物
郡
山
の
仲
間
の
青
森
配

転
問
題
に
つ
い
て
そ
の
後
の
経

過
が
分
か
れ
ば
？

◎
Ｊ
Ｒ
カ
ー
ド
の
廃
止
に
は
断

固
反
対
！

【
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
政
治
解
決
を
求
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
】

　

解
決
環
境
が
整
い
あ
と
は
政
府
の
決
断
で
あ
り
、
年
度
末
ま

で
が
非
常
に
重
要
な
ゾ
ー
ン
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
で
に
提

起
が
さ
れ
て
い
る
諸
行
動
に
全
力
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
こ
の
機

に
解
決
を
図
る
と
い
う
決
意
を
持
ち
な
が
ら
闘
争
団
を
支
え
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
強
化
を
し
今
後
の
具
体
的
な
行
動
と
早
期

解
決
に
向
け
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

【
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
、
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
】

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
究
極
の
安
全
を
目
指
す
と
い
う
決
意
の
も
と

で
安
全
・
安
定
輸
送
を
確
立
す
る
と
し
て
き
た
が
、
し
か
し
重

大
事
故
・
輸
送
障
害
が
後
を
絶
た
な
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
来
、検
証
委
員
会
を
立
ち
上
げ
調
査
を
取
り
組
ん
で
き
た
。

早
期
に
要
求
の
整
理
を
行
い
取
り
組
み
強
め
た
い
。

　

ま
た
、
委
託
業
務
問
題
に
つ
い
て
は
交
流
会
な
ど
を
取
り
組

む
と
と
も
に
、
並
行
在
来
線
問
題
に
つ
い
て
は
本
部
の
対
策
会

議
の
中
で
一
次
素
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
今
後
本
部
と
連
携
し

国
労
の
政
策
要
求
に
全
力
を
挙
げ
る
。

　

貨
物
の
Ｊ
Ｒ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
労
働
条
件
の
最
た
る
も
の

で
あ
る
。
現
在
、
協
議
会
と
し
て
署
名
の
取
り
組
み
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
全
力
を
挙
げ
る
。

【
０
９
春
闘
に
つ
い
て
】

　

新
賃
金
要
求
に
つ
い
て
は
２
月
９
日
に
会
社
に
申
し
入
れ
る
。

非
正
規
雇
用
の
問
題
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
私

た
ち
の
身
近
に
い
る
非
正
規
雇
用
・
契
約
社
員
仲
間
に
激
励
を

す
る
と
と
も
に
、
正
社
員
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
結
合
し
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
取
り
組
み
進
め
て

い
る
署
名
に
全
力
を
あ
げ
奮
闘
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
今

日
の
意
見
に
つ
い
て
は
戦
術
委
員
会
に
反
映
さ
せ
た
い
。

【
あ
っ
せ
ん
申
請
に
つ
い
て
】

　

現
在
こ
う
着
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
取
り
扱
い
は
中
央

労
働
委
員
会
に
判
断
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
が
、
労
使
関
係
の
基

本
は
双
方
が
誠
実
に
協
議
、
交
渉
を
通
じ
て
問
題
の
解
決
を
図
る

こ
と
。
職
場
に
お
け
る
不
公
平
感
の
是
正
、
一
括
和
解
以
降
の
実

態
の
検
証
な
ど
今
後
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
委
員
会
終

了
後
直
ち
に
書
記
長
会
議
招
集
し
意
思
統
一
を
図
る
。

【
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
】

　

拡
大
ま
で
の
取
り
組
み
の
報
告
や
、
な
か
な
か
拡
大
に
繋
が

ら
な
い
と
い
う
報
告
も
あ
つ
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
今
後

の
中
で
大
き
な
原
動
力
に
な
る
と
共
に
将
来
展
望
に
と
っ
て
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
組
織

部
長
会
議
の
中
で
意
思
統
一
し
た
い
。
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